
平成 19 年５月 16 日 
各  位 

 

香 川 県 高 松 市 鍛 冶 屋 町 ７ 番 地 1 2

穴 吹 興 産 株 式 会 社

代 表 取締役社長  穴 吹 忠 嗣

（コード番号 ８９２８ 大証第一部）

問 い 合 わ せ 先
専務取締役 

管理本部長 
冨 岡  徹 也

電 話 番 号 0 8 7 （ 8 2 2 ） 3 5 6 7

 

 

当社子会社（株式会社クリエアナブキ）における業績予想の修正のお知らせ 

 

 

 当社子会社の株式会社クリエアナブキでは、平成 18 年 11 月 17 日に公表しました平成 19 年３

月期（平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日）の業績予想について、別紙のとおり特別損失

の発生に伴い修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 なお、この修正を含めた当社の連結業績予想につきましては、適時開示の必要性が生じた際に、

あらためてお知らせいたします。 

 

以  上 
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平成 19 年 ５ 月 16 日 

各      位 

会 社 名 株 式 会 社 ク リ エ ア ナ ブ キ   

代表者名 代表取締役社長   藏   田     徹 

(ＪＡＳＤＡＱ・コード番号 4336) 

問合せ先 取締役管理本部長 山 之 内     茂 

Ｔ Ｅ Ｌ . 0 8 7 - 8 2 2 - 8 8 9 8 ( 代 表 ) 

 

 

平成 19 年３月期 業績予想の修正 及び特別損失の発生に関するお知らせ 

 

平成19年３月期（平成18年４月１日～平成19年３月31日）の業績につきまして、特別損失の発生に伴い、平

成18年11月17日付当社「平成19年３月期 中間決算短信（連結）」及び同日付当社「平成19年３月期 個別中間

財務諸表の概要」にて発表いたしました業績予想を、下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

１．平成 19 年３月期（平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日） 連結業績予想の修正等 

 

(1) 連結業績予想の修正 

                                        （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前回予想（Ａ） ７，８１０ １３５ ３４

今回修正（Ｂ） ７，６４０ １４４ ３８

増 減 額（Ｂ－Ａ） △ １６９ ＋ ９ ＋ ４

増 減 率 △ ２．２％ ＋ ７．０％ ＋ １２．０％

＜ご参考＞ 

前期（平成 18 年３月期）実績 －

 

－ －

（注） 平成 19 年３月期より連結財務諸表を作成しているため、平成 18 年３月期の実績は記載しておりません。 

 

(2) 修正理由 

平成 19 年３月期の連結業績につきましては、平成 18 年４月に株式を取得（子会社化）した株式会社

ＡＩＣＯＮにおいて、その主たる事業である韓国人ＩＴ技術者の本邦企業への人材派遣（特定労働者派

遣事業）を開始するにあたって費用が嵩むことから、当初より、低めの利益水準となることを見込んで

おりました。 

このような前提で作成した業績予想に対して、主力の人材派遣事業（一般労働者派遣事業）が着実に

成長したことから、売上高はほぼ予想どおりの水準となりました。また、経費の削減、保険返戻益（10

百万円）の発生などもあり、経常利益及び当期純利益は予想を上回る見込みです。 
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２．平成 19 年３月期（平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日） 個別業績予想の修正等 

 

(1) 個別業績予想の修正 

                                        （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前回予想（Ａ） ７，６３０ ２０６ １０７

今回修正（Ｂ） ７，４７３ ２２６ ３

増 減 額（Ｂ－Ａ） △ １５６ ＋ ２０ △ １０３

増 減 率 △ ２．１％ ＋ ９．９％ △ ９６．９％

＜ご参考＞ 

前期（平成 18 年３月期）実績 ７，０８０（注）

 

１３６ ８７

（注） 前期（平成 18 年３月期）実績の売上高には、平成 17 年 10 月５日の会社分割と同時に廃止した旅行関連 

事業（トラベル事業部）に係る売上 605 百万円が含まれております。 

 

(2) 修正理由 

上記１．の修正理由に記載のとおり、主力の人材派遣事業が着実に成長したことなどから、売上高は

ほぼ予想どおり、経常利益は予想を上回る水準となり、いずれも過去最高の数値となる見込みです。 

一方、当期純利益につきましては、本日付当社「子会社の事業譲渡及び解散に関するお知らせ」に記

載のとおり、本日開催の当社取締役会において、債務超過状態にある株式会社ＡＩＣＯＮの解散を決定

したことから、同社に係る特別損失（子会社株式評価損 100 百万円、貸倒引当金繰入額 94 百万円）を

計上する結果、予想を下回る見込みです。 

 

 

（注） 上記業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、様々な不確定要素

が内在しておりますので、実際の業績は予想数値と異なる場合があります。 

 

 

以  上 


